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（3）演奏・応用音楽両学科「2 年次演習」（教員 3 名によるリレー講義）2 年次前期開講 
音楽大学生としての基礎音楽力の再確認の必修授業である。将来のさまざまな進路に向けて，理論





（4）「弾き歌いレッスン」（ピアノ担当教員と特別学期に 4 回開講） 








望している。                       
 （柏木 敦子） 
 




















ように半音上げて行く。A で始め，半音を上げていく。A から E まで。 
 













































































子音の変化により言葉を明確に聴こえるようにする。注意点は，r は巻き舌 Tro と Tra の口の形
は同じ顎を緩めながら開く。（T と r の間に母音 o が入らない） 
 
（13）Stro-Stra-Stra，（シャープな子音 S で S の後に母音 u が入らない） 
shtro-shtra-shtra，（シュ） 
 































ら授業を行う。                                
（大森地塩）  
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4.各教員による実践 
（1）教職課程における声楽指導        
1）副専声楽実技，声楽実技 





















































め，その演奏につなげていくように授業を進めている。              
（篠原美幸） 
 
（2）教育音楽の指導               
「教育すること（教員育成）を目的とした音楽指導」と「演奏（及び演奏家育成）を目的とした音
楽指導」の間にはアプローチの差異があるべきなのであろうか。 教員と演奏家とが実際に仕事に取り




































楽器の良さを引き出してオーケストラという美しい響きをまとめ上げる指揮者に他ならない。   
全体を見渡しつつ，細部で起きる生徒のつまずきや技術的な不備をここぞと捉えるため，いつでもど
の生徒とも見えない糸でつながり，コンタクトが取れている状態であると教員が認識できている状態



























































































































                    （渋谷瑞子） 
 


































































































ところである。                                     
（日下部祐子） 
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